
 

救急車を呼んだのに、なぜ、消防車が来るの ？ 

 

「救急車を呼んだのに消防車まで来た！」とビックリされる場合もあるかも知れません

が、消防隊と救急隊が連携（ＰＡ連携といいます）して、救急・救護活動をする場合が

あります。 

 

 消防車、救急車がＰＡ連携して出動する場合の主な内容は 

 ・傷病者が重症で救急隊員（3名）のみでは迅速な救急処置ができないとき。 

 ・傷病者を救急車まで搬送が困難なとき。（高所、雪道等） 

 ・交通量の多い場所等で傷病者や救急隊員の安全を確保する必要があるとき。 

 ・最寄りの救急車が出動中で，救急車の到着が遅れると判断されるとき。 

 ・その他救急隊の活動を支援する必要があると判断したとき。 

                    ピーポー・ピーポー 

 

  ○通常の救急出動 

     

 

                    ウー・ウー           ピーポー・ピーポー      

 

  ○救急車の支援のため消防車も出動  

   （ＰＡ連携出動） 

 

                    ウー・ウー 

 

  ○最寄りの救急車が出動中の場合 

消防車が先に出動 

 

                         

※ 救急車等の緊急自動車は緊急走行時にサイレンを鳴らし、赤色灯を点けなくては

ならないと道路交通法により定められています。 

 サイレンが聞こえた場合は、緊急自動車に進路を譲るなど、市民の皆さんのご理

解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

ＰＡ連携出動 

重篤と判断さ

れた場合、応急処

置器材が積載さ

れた消防車が先

に出動します。 


